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毎週更新中！

子どもたちが
遊べる場所を
つくる！

復
興
現
在
地



“能登の今”を伝える

「震災語り部観光列車」運行

復興祈念シンポジウム
を東京で開催「ツインブリッジのと」車両片側交通可能に

復興応援“絆”大使
「くまモン」来県

能登の子どもたちと能登の

未来について意見交換

令和6年能登半島地震から2年、

令和6年奥能登豪雨から1年3カ月が経ちました。

被災地では、今も多くの人が「できること」から

一歩ずつ、前へと踏み出しています。

日常を取り戻すための小さな行動が、

やがて大きな力となり、地域を支えていく。

復興の歩みをともに見つめ、

能登の“今”に耳を傾けながら、その先にある

いしかわの“未来”を考えてみませんか？

能登のこれまでと
“今”を知って、
いしかわの未来を
一緒に考えよう。

大の
里関
横綱
昇進

地元
津幡
町で
パレ
ード

「能登半島絶景海道」
ロゴマーク決定

トキが今年6月ごろに
再び能登の大空へ

東京や
大阪で

も

復興フ
ェアを

開催

復興支援特別展

「ひと、能登、アート。」開催

約7,000戸の
応急仮設住宅整備が完了

EXPO
 202

5大阪
・関西

万博に
て

「石川
の日」

開催

「のと
じま
水族
館」が

全面
営業
再開
！

高市首相が被災地を訪問

愛子内
親王殿

下が復
興状況

を

ご視察

2年ぶ
りに青

柏祭が

七尾市
にて開

催

令和６年能登半島地震から２年、そして令和６年奥能登豪雨から１年
３カ月が経ちました。改めて犠牲となられた方々に深い哀悼の意を捧
げるとともに、被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 
県では、インフラの復旧や、被災者の方々の生活再建に取り組むととも
に、能登の魅力や強みを生かしながら、より良い未来を築いていく「創
造的復興」に向けた取り組みを加速させてまいりました。 
県政の舵取り役として、自らに課せられている使命の大きさと責任の
重さを肝に銘じ、引き続き、被災者の皆さまに寄り添いながら、国や被
災市町、民間の方々と緊密に連携し、創造的復興に向け全力を注いで
まいります。

● 令和6年能登半島地震・
   令和6年奥能登豪雨犠牲者追悼式
● デジタルアーカイブ「震災の記憶・復興の記録」公開

石川県2025年の歩み

1月

2月

3月

● 令和7年度当初予算成立
   （能登の復旧・復興と石川県全体の成長の二本柱）
● 金沢城二の丸御殿復元工事着工
● のとじま水族館全面営業再開
● 応急仮設住宅の整備完了

● 本州初のトキ放鳥決定

4月

5月

6月

8月

● のと鉄道「震災語り部観光列車」定期運行開始
● 公立夜間中学「県立あすなろ中学校」開校
● いしかわ特別支援学校新校舎完成

● 地震被害想定調査結果公表
● 愛子内親王殿下 復興状況ご視察
● 大の里関 第75代横綱昇進

● 中屋トンネル一般車両通行再開
● 文化財レスキュー展開催

● 令和6年能登半島地震初動対応の検証結果取りまとめ
● 輪島塗「漆芸の聖地プロジェクト」基本構想取りまとめ
● 復興応援特設サイト「能登の一歩、未来への一歩」開設

7月

● ツインブリッジのと暫定供用開始
● 令和7年度6月補正予算成立
   （恒久的な住まいの確保に向けた支援、米国関税措置を
   踏まえた事業者支援など）
● いしかわ被災者支援センター開設

9月

● 令和6年奥能登豪雨から1年 犠牲者追悼
● 令和7年度9月補正予算成立
   （8月の大雨への緊急対応、復旧・復興の加速、最低賃金
   引き上げを踏まえた事業者支援など）
● 土地境界再確定加速化プラン策定

10月

11月

12月

● 能登半島絶景海道ロゴマーク決定
● 被災した建物の公費解体おおむね完了

● 関係人口ポータルサイト「いしかわのWa！」開設
● プレミアム・パスポート 全子育て世帯へ対象拡大
● 復興支援特別展「ひと、能登、アート。」開催
● 復興祈念シンポジウム「ノトノコエ」開催

● 高市首相被災地訪問
● 令和7年度12月補正予算成立（物価高対策、被災地の
   雇用維持や観光誘客の促進など）
● 加賀料理 国の無形文化財に登録

県民の皆さまへ

かじ
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復興PLAYERたち被災地で輝く1

PLAYER

２
０
２
５
年
11
月
、輪
島
市
に
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
施
設『N

O
T
O
C
O
M
P
L
E
X 

P
LA
YG
R
O
U
N
D

』が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。３×

３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
、ダ
ン
ス
が
楽
し
め
る
屋
内
型
の
複

合
施
設
で
、高
校
生
ま
で
の
利
用
は
無
料
。

能
登
官
民
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
、ロ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト「C

O
M
PLEX

」な
ど

か
ら
の
寄
付
金
を
活
用
し
た「
能
登
復
興
支

援
事
業
」で
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

運
営
す
る
の
は
、輪
島
市
内
で
整
骨
院
を
経

営
す
る
谷
遼
典
さ
ん
。中
学
か
ら
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
み
、京
都
で
の
学
生
生

活
を
経
て
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
。２
０
２
４
年

に
は
能
登
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
３×

３

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
女
子
プ
ロ
チ
ー
ム

「EC
H
A
K
E-N
A
 N
O
TO

」も
設
立
し
て
い

ま
す
。そ
ん
な
谷
さ
ん
が
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

全
国
か
ら
の
支
援
が

新
た
な
挑
戦
に
つ
な
が
る

新
た
な
挑
戦
に
つ
な
が
る

能
登
を
復
興
に
導
く
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
挑
戦
者
た
ち
。 そ
の
行
動
の
原
動
力
と
は
？

複
合
施
設
に
し
た
理
由
は
、子
ど
も
の
数
が

少
な
い
輪
島
で
は「
一
人
で
も
少
人
数
で
も

遊
べ
る
場
所
が
必
要
」だ
と
考
え
た
か
ら
。

実
際
に
オ
ー
プ
ン
後
は
、ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
で

追
い
か
け
っ
こ
が
始
ま
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
エ
リ
ア
で
上
手
な
子
が
初
め
て
の

子
に
教
え
て
あ
げ
た
り
と
、年
齢
や
学
校
の

違
う
子
ど
も
同
士
が
自
然
と
つ
な
が
り
、遊

び
を
き
っ
か
け
と
し
た
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
一
番
こ
だ
わ
っ
た
の
は
学
校
と
の
距
離
。放

課
後
に
自
分
の
足
で
通
え
る
〝
子
ど
も
の
居

場
所
〞
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」と
谷
さ
ん
。

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
は
安
全
面
に
も
気
を
配

り
、入
退
場
時
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
か
ざ
す

と
保
護
者
に
通
知
が
届
く
仕
組
み
を
導
入
。

初
め
て
の
子
ど
も
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
エ
リ
ア
に
は
滑

り
や
す
い
専
用
塗
装
の
床
と
保
護
ネ
ッ
ト
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
エ
リ
ア
に
は
プ
ロ
仕
様

の
本
格
的
な
コ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
を
備
え
る
ほ

か
、貸
し
出
し
用
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
も
完
備
す
る
な
ど
、道
具
が
な

く
て
も
遊
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
、弾
む
ボ
ー
ル
の

音
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
走
る
音
。「
子
ど
も

の
頃
に
心
か
ら
遊
ん
だ
場
所
が
あ
れ
ば
、大

人
に
な
っ
た
と
き
に
〝
ま
た
こ
こ
へ
戻
り
た

い
〞
と
思
え
る
は
ず
」と
い
う
谷
さ
ん
の
願

い
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、『N

O
T
O
 

C
O
M
PLEX

PLA
YG
R
O
U
N
D

』は
、輪

島
の
未
来
に
つ
な
が
る
新
た
な
〝
日
常
の

風
景
〞
を
つ
く
り
始
め
て
い
ま
す
。

少
人
数
で
も
遊
べ
る

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
に

放
課
後
に
歩
い
て
通
え
る

距
離
に
し
た
か
っ
た

能
登
キ
ッ
ズ
が

遊
べ
る
場
所

に
し
た
い！

谷 遼典 さん

一般社団法人 NOTO
PLAYGROUND 代表

Title.

Name.

住所 輪島市宅田町41
 ワイプラザ輪島店 敷地内
TEL 050-1792-1567
営業時間 平日：14:00～19:00
 土·日·祝：10:00～17:00
定休日 火曜

NOTO COMPLEX
PLAYGROUND

ノト  コンプレックス

プレイグラウンド

STORY.1       アーバンスポーツで復興を支える、輪島の新たな挑戦。

COLUMN

2024年10月に開設された「能登官民連携復興セン
ター（通称：のとれんぷく）」は、全国から寄せられるさ
まざまな支援の受け皿となり、能登で復興に取り組む
地域団体や事業者につなぐ中間支援組織
です。「資金」「人材」「ノウハウ」の三つの支
援を軸に、復興を後押ししています。

プ
レ
イ
ヤ
ー

“のとれんぷく”
って知ってる？

ツ
施
設
の
整
備
を
思
い
描
き
始
め
た
の
は

「
自
分
た
ち
の
ホ
ー
ム
コ
ー
ト
が
欲
し
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。し
か
し
、震
災
後

に
子
育
て
世
代
か
ら「
子
ど
も
が
走
り
回
れ

る
場
所
が
な
い
」と
い
う
声
を
聞
く
中
で
、

そ
の
思
い
は
〝
地
域
に
必
要
な
場
所
を
つ

く
る
〞
思
い
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

NOTO COMPLEX PLAYGROUNDの
整備・運営もサポート!

谷さんの復興にかける熱い思
いを形にし、被災地の皆さんに
とって、新たな能登の未来を思
い描き、復興を実感していただ
けるような施設となるよう、の
とれんぷくが資金面・ノウハウ
面でサポートしました！
能登官民連携復興センター
事業推進部門マネージャー 中橋さん

● 巻頭特集｜復興の現在地と、いしかわの未来。

被
災
地
で
輝
く   

復
興  PLAYER

た
ち
。

の
び
の
び
と

輪島市出身。『てて鍼灸整骨院』の
院長として地域の健康づくりに携
わる一方で、3×3バスケットボー
ルをはじめとするアーバンスポー
ツを通じたコミュニティーづくり
にも力を注いでいる。

エ
チ
ャ
ケ
ー
ナ

ノ
ト

ノウハウ支援
専門知識や経験を生かした社会貢献活動
「プロボノ」を、能登の課題解決に取り組む
団体とマッチング！

人材支援
スポットワークや求人サイトを活用し、被災
事業者や地域団体の人材確保を支援！

資金支援
ロックユニット「COMPLEX」などからの寄
付金を活用し、能登の未来につながる新た
なチャレンジや地域の取り組みを支援！ 表紙の人

ス
リ
ー
・
エ
ッ
ク
ス
・
ス
リ
ー
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復興PLAYERたち被災地で輝く1

PLAYER

七尾市出身。アメリ
カ留学や東京・大阪
での勤務を経て、老
舗旅館「多田屋」へ
入社。震災後は6代
目として再建に向き
合いながら、和倉温
泉の復興まちづくり
を後押ししている。

多田健太郎 さん

和倉温泉創造的復興
まちづくり推進協議会
代表

Title.

Name.

今
も
な
お
多
く
の
旅
館
が
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
和
倉
温
泉
で
は
、地
元
住
民

が
中
心
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

わ
く
わ
く
す
る
温
泉
街
に

れ
て
い
ま
す
。『
和
倉
温
泉
創
造
的
復
興
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
』は
、そ
の
中
心
的

な
存
在
。ま
っ
た
く
新
し
い
街
に
す
る
の
で

は
な
く
、本
来
あ
る
価
値
を
大
切
に
し
な
が

ら
、新
た
な
魅
力
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

そ
ん
な
考
え
の
も
と
、地
域
の
声
を
集
め
な

が
ら
、復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
が
、住
民
の
意

見
を
幅
広
く
集
め
る
〝
和
倉
ト
ー
ク
〞
で

す
。「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、未

来
の
当
事
者
で
あ
る
若
い
世
代
の
意
見
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
」と
話
す
の
は
代
表
の
多

田
健
太
郎
さ
ん
。小
学
校
や
中
学
校
、商
店

街
な
ど
に
自
ら
足
を
運
び
、こ
ち
ら
か
ら

声
を
聞
き
に
行
く
ス
タ
イ
ル
で
対
話
を
続

若
い
世
代
の
発
想
力
で

み
ん
な
の
声
で
、

動
き
出
す！

和
倉
温
泉
の
未
来
が

STORY.2       地元住民が一丸となって、温泉街の未来をつくる！け
て
き
た
結
果
、世
代
や
立
場
を
超
え
て

意
見
が
集
ま
り
、和
倉
の
こ
れ
か
ら
を
〝
自

分
ご
と
〞
と
し
て
考
え
る
住
民
が
増
え
て

き
た
と
い
い
ま
す
。

協
議
会
は
、住
民
か
ら
集
ま
っ
た
声
を
も
と

に
八
つ
の
主
要
エ
リ
ア
を
設
定
し
、行
政
や

民
間
企
業
と
の
連
携
を
本
格
化
。和
倉
ら
し

さ
を
体
験
で
き
る
場
と
し
て
、今
後
は
各
エ

リ
ア
の
整
備
や
E
V
バ
ス（
電
気
自
動
車
バ

ス
）導
入
な
ど
、具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
き
出
す
見
通
し
で
す
。ま
た
、去
年
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
拠

点
〝
わ
く
ら
す
〞
で
は
、協
議
会
の
取
り
組

み
や
現
状
を
分
か
り
や
す
く
発
信
。震
災
後

「
心
配
で
訪
れ
た
」と
い
う
来
訪
者
も
多
く
、

わ
く
ら
す
で
の
会
話
が
能
登
の
現
状
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
る
な
ど
、観
光
客
と
被
災

地
を
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

多
田
さ
ん
が
復
興
の
中
で
特
に
重
視
し
て

い
る
の
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
で
す
。和

倉
温
泉
に
は
、子
ど
も
が
自
由
に
過
ご
せ
る

場
や
、大
人
と
関
わ
る
機
会
が
決
し
て
多
く

は
な
い
現
状
。地
域
と
の
接
点
が
少
な
い
ま

ま
育
つ
こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、旅
館
や
商

店
で
の
体
験
学
習
、地
域
の
大
人
と
一
緒
に

活
動
す
る
部
活
動
づ
く
り
な
ど
、世
代
を
超

え
た
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。「
和
倉
を
知
っ
て
育
つ
こ
と

で
、未
来
の
担
い
手
が
生
ま
れ
る
は
ず
」と

語
る
多
田
さ
ん
。10
年
先
、20
年
先
を
見
据

え
、次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
基

礎
に
な
る
は
ず
で
す
。

人
と
被
災
地
を
つ
な
ぐ

新
た
な
交
流
拠
点
が
誕
生

未
来
の
担
い
手
を

地
域
で
育
て
る
た
め
に

住所 七尾市和倉町ワ20-2

わくらす

地域の住民や来訪者が集まり、和倉の
今と未来について話し合える交流ス
ペース。情報発信や意見交換、イベント
などを通じて、まちづくりを支える役割
を担っています。

和倉温泉でがんばる人
たちの動画も公開中！

COLUMN

能登の“今”を
もっと知りたい方へ
特設サイト「能登の一歩、未来への一歩」では、能登半島

地震・奥能登豪雨の風化防止に向けて、復興への歩みを

進める人たちの声を集めた動画を随時公開しています。

動画のほかにも、復興に取り

組む人々のインタビュー記

事、ボランティアやふるさと

納税など復興を応援する取

り組みへのリンクを掲載中！

和倉温泉編 公開中!

動画を見る

復興のアイデアや和倉への想いが書かれたふせん。住民の
率直な声が、未来を考える手がかりとなっています。

● 巻頭特集｜復興の現在地と、いしかわの未来。

おも
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のと復興留学に密着！2● 巻頭特集｜復興の現在地と、いしかわの未来。

PLAYERPLAYER

愛知県出身。2003年生まれ。大学でデザ
インや映像を学ぶ中で、震災復興からの
まちづくりに関心を持ち、2025年11月に
「のと復興留学」に参加した。

打田真亜弥さん

まちが本来の姿に戻るだ
けではなく、人の心も回
復してはじめて本当の復
興と言える。被災者の声
に耳を傾ける大切さを感
じた1週間でした。

STORY.3       能登町の里山に1週間留学して感じた被災地のリアル。STORY.4       復興留学をきっかけに、能登での暮らしをはじめる。

移住生活で見えた能登の今とこれから

東京都出身。2003年
生まれ。大学で防災
に関する研究を行う
中、「のと復興留学」を
通じて輪島市黒島に
滞在。その後、自らの
意思で再び黒島に戻
り、約1年間の移住生
活を送った。

飛川 優さん

留学中に飛川さんが関わったのは、ゲストハウス

の手伝い、地元住民との交流、そして地元の祭り

への参加でした。「とくにお祭りでは、地元の人た

ちの熱気や一体感に驚かされました」と飛川さ

ん。短い期間でも黒島の暮らしの一端に触れた

ことは大きな経験になったといいます。一方で、

被災後の生活の難しさや人手不足といった課題

にも触れ、「この土地で起きていることを本当の

意味で理解するには、もっと自分の目で確かめる

時間が必要」と考えるようになり、その後の移住

という選択につながりました。

移住中は、ゲストハウスに住み込みで働きなが

ら、日課の散歩で地元住民と言葉を交わす日々。

地域の日常と寄り添う中で、「人や自然、歴史や

文化、いろんなつながりで生活が成り立っている

ところに、能登の豊かさを感じた」と振り返りま

す。また、飛川さんが中心となって地元の祭り「黒

島天領祭」の担い手を集めた取り組みでは、100

人近くの学生が参加し、地域の誇りでもある伝

統行事を盛り上げました。

「黒島の文化や暮らしが受け継がれていくよう、

自分にできる形で関わり続けていきたい」と飛川

さん。東京で生活する今も月に1度のペースで黒

島に通う飛川さんのように、地域外から関わり続

ける人の存在は、能登の復興を後押しし、関係人

口として新たな力を生み出してくれるはずです。

能
登
町
に
あ
る
農
家
民
宿

「
春
蘭
の
里
」で
、１
週
間
の

里
山
生
活
を
体
験
し
た
打
田

真
亜
弥
さ
ん
。民
宿
の
手
伝

い
や
直
売
所
の
店
番
を
す
る

中
で
、な
に
よ
り
心
に
残
っ

た
の
が
地
元
住
民
と
の
会
話

で
し
た
。「
同
世
代
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、能
登
の
人
た
ち

会
話
か
ら
見
え
た
心
の
ケ
ア
の
大
切
さ

の
温
か
さ
を
感
じ
る
一
方
で
、

震
災
の
心
の
傷
が
癒
え
な
い

方
が
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
」と
打
田
さ
ん
。能
登
で
の

暮
ら
し
の
中
で
得
た
気
づ
き

は
、こ
れ
か
ら
の
学
び
や
進

路
を
考
え
る
大
き
な
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ボランティアを体験してみて

REPORT

宿
泊
客
の
布
団
の
準
備
や
掃
除
、

ま
か
な
い
の
調
理
な
ど
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
日
が
過
ぎ
ま
す
。

能
登
の
今
を

知
る
た
め
に

車
で
奥
能
登
を
一
周
。

ま
だ
ま
だ
復
旧
最
中
で

あ
る
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

裏
山
で
ナ
ツ
ハ
ゼ
を

摘
ん
で
ジ
ャ
ム
を
手
作
り
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
似
た

甘
酸
っ
ぱ
さ
で
お
い
し
い
！

能
登
の
方
た
ち
と

お
話
を
し
な
が
ら
、

私
の
地
元
名
古
屋
名
物
の

〝
ど
て
煮
〞を

振
る
舞
い
ま
し
た
！

昼
か
ら
は
キ
ノ
コ
採
り

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
。

近
所
の
子
ど
も
た
ち
と

山
歩
き
を
し
ま
し
た
。

民
宿
の
お
手
伝
い

﹇
春
蘭
の
里
﹈

1日目

直
売
所
で
店
番

2日目自
然
に

囲
ま
れ
て

気
持
ち

良
か
っ
た
な

今
日
か
ら

が
ん
ば
る
ぞ

大
物

ゲ
ッ
ト
！

見
附
島
や

千
枚
田
な
ど
の

有
名
ス
ポ
ッ
ト

に
も
寄
り
道
！

奥
能
登
を
一
周

4日目

お
別
れ
の
前
に

7日目

ジ
ャ
ム
作
り

5日目

またね！

大勢の学生が黒島に集結！

行く場所から、帰る場所に

“関わり”を通して、支え合いの「輪」を広げる

“人”と石川県の“地域”をつなぐ関係人口ポータル

サイト「いしかわのWa！」が、2025年11月からサー

ビスを開始しました。県内の市町や団体などが、復

興支援、地域活動、ボランティアといった「ちょっと

手を貸してほしい」ことをプログラムとして発信。サ

ポーター登録をすれば、県内外問わず、全国どこか

らでも自由な形で参加が可能です。能登のために、

石川のために。全国の皆さんが“関わり”を通じて寄

り添い、支え合う「輪」を広げます。

関係人口ポータルサイト「いしかわのWa!」がスタート！
珠洲市（真浦町）、金沢市（本町）

● バーのDIYを実施

穴水町（甲地区）

● 地域の子どもたちを対象としたイベント
   の運営をお手伝い

白山市（木滑地域）

● 地域住民などとの交流パーティーの
  お手伝いと交流

いしかわサテライトキャンパス推進事業
ボランティアや地域との交流を目的とする
大学生限定の短期地方留学プログラムに
参加した学生さんの声をお届けします。

インタビューを
さらに詳しく見る！

創造的復興プランのリーディングプロジェクト

の一つ。石川県の豊かな自然や文化などを生か

し、フィールドワークや地域活動などを通じて、

学びの機会を提供しています。

今年度は700人の受け入れ目標

に対し、県内外の78の大学など

から約810人の学生が参加予定

です。（令和7年11月末時点）

いしかわサテライトキャンパス  とは？

詳しく見る

宣
伝
し
ま
す！

あ
り
が
と
う

！

つながり

 “困り
ごと”発信

石川県

サポーター オーナー

「のと復興  留学」「のと復興  留学」に密着！
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“加賀料理”が国の無形 文化財に登録されました
江戸時代の加賀藩で育まれた武家料理を基礎に、四季の食材や多彩な器、そして洗練     された職人技とおもてなしが融合した加賀料理。その魅力を伝統を受け継ぐ2人が語ります。

石川県を代表す   る伝統的食文化

加
賀
料
理
の
魅
力
は
、素
材

そ
の
も
の
が
持
つ
力
を
ど
う

生
か
す
か
に
あ
り
ま
す
。

「
鮮
度
の
良
い
も
の
を
で
き

る
だ
け
自
然
な
ま
ま
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

話
す
の
は
、老
舗
料
亭『
大

友
楼
』の
大
友
佐
俊
さ
ん
。

海
も
山
も
近
い
石
川
県
で

は
、四
季
折
々
の
野
菜
や
魚

が
手
に
入
る
。料
理
人
は
そ

の
恵
み
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、必
要
以
上
に
味
を
重
ね

ず
、最
適
な
火
加
減
と
香
り

の
引
き
出
し
方
で
仕
上
げ

て
い
く
。加
賀
料
理
が
長
く

愛
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、

こ
う
し
た
〝
引
き
算
〞
の

美
学
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、大
友
さ
ん
が

こ
だ
わ
る
の
が
器
と
の
向

き
合
い
方
で
す
。「
器
は
料

理
の
着
物
。盛
り
付
け
ひ
と

つ
で
料
理
の
印
象
も
ガ
ラ
リ

と
変
わ
り
ま
す
」。九
谷
焼
、

輪
島
塗
、山
中
漆
器
な
ど
、

そ
の
日
の
器
に
合
わ
せ
て
配

置
や
彩
り
を
調
整
す
る
の

が
職
人
の
腕
。器
の
存
在
感

が
強
け
れ
ば
料
理
は
控
え

め
に
、表
情
が
静
か
な
器
に

は
彩
り
を
添
え
る
。こ
う
し

た
〝
余
白
を
見
る
感
性
〞

も
、加
賀
料
理
の
美
意
識
を

支
え
て
い
ま
す
。

素
材
と
向
き
合
い
、包
丁
を

握
り
、器
と
対
話
し
な
が
ら

一
皿
を
仕
上
げ
る
料
理
に

は
、時
間
も
手
間
も
か
か
り

ま
す
。そ
れ
で
も「
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
技
術
を
支
え
て

く
れ
る
」と
大
友
さ
ん
。無

形
文
化
財
は
、人
々
が
受
け

継
い
で
き
た「
技
」そ
の
も
の

で
あ
り
、地
域
の
暮
ら
し
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
文
化

資
産
。今
後
は
若
手
料
理
人

が
技
を
学
び
合
う
場
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
そ

う
で
す
。
　

素
材
を
生
か
し
、器
で
魅
せ
る
。こ
れ
が
加
賀
料
理
の
美
学
。

料
理

接
遇

器
の
余
白
が
導
く

美
し
い
盛
り
付
け

料
理
を
作
る
喜
び
が

技
を
磨
く
力
に
な
る

加
賀
料
理
の
魅
力
を
支
え

る
も
う
ひ
と
つ
の
柱
が
、お

も
て
な
し
の
心
と
美
し
い
所

作
で
す
。「
静
か
に
歩
く
こ

と
、器
を
置
く
と
き
に
音
を

立
て
な
い
こ
と
。私
が
こ
の

世
界
に
入
っ
て
最
初
に
教

わ
っ
た
の
が
そ
の
ふ
た
つ
で

し
た
」と
話
す
の
は
、金
沢

最
古
の
料
亭『
つ
ば
甚
』で

女
将
を
務
め
る
鍔
裕
加
里

さ
ん
。日
々
の
接
客
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
静
か
で
し
な

や
か
な
所
作
は
、お
客
さ
ん

の
会
話
を
邪
魔
し
な
い
た
め

で
あ
る
と
同
時
に
、代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
大
切
な

器
や
建
具
を
守
る
た
め
で

も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

調
度
品
や
掛
け
軸
、生
け
花

な
ど
、季
節
ご
と
に
装
い
を

変
え
る
し
つ
ら
え
、さ
ら
に

は
窓
の
外
に
広
が
る
景
色

ま
で
、料
理
以
外
の
あ
ら
ゆ

る
要
素
で
お
客
さ
ん
を
も
て

な
す
の
も
加
賀
料
理
な
ら

で
は
の
魅
力
。「
料
理
と
空

間
が
一
体
と
な
っ
た
、ま
さ

に
総
合
芸
術
な
ん
で
す
」と

鍔
さ
ん
も
話
す
よ
う
に
、そ

こ
に
は
武
家
文
化
と
町
人

文
化
が
交
わ
り
、工
芸
や
芸

事
が
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん

だ
、金
沢
ら
し
い
美
意
識
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、鍔
さ
ん
は「
受

け
継
い
だ
文
化
を
〝
今
の

時
代
に
合
う
か
た
ち
〞
へ
と

整
え
る
必
要
が
あ
る
」と
話

し
ま
す
。か
つ
て
の
料
亭
は

敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
が
、今
で
は
結
婚
式
を
は

じ
め
若
い
人
た
ち
の
利
用
も

増
加
。料
理
の
出
し
方
に

S
N
S
映
え
の
要
素
を
加
え

る
と
い
っ
た
新
し
い
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。加

賀
料
理
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

た
め
に
、伝
統
の
技
と
空
間

づ
く
り
は
、こ
れ
か
ら
も
進

化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

四
季
折
々
で

し
つ
ら
え
も
変
化

時
代
に
寄
り
添
い

伝
統
を
つ
な
ぐ

料
理
と
空
間
が
一
体
に
な
っ
た
、〝
食
〞の
総
合
芸
術
。
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金沢市生まれ。京都「菊水」、岡
山「三好野弁当店」を経て、
1974年から大友楼へ。現在は加
賀料理技術保存会の会長とし
て、伝統と格式を次世代につなぐ
役割を担っている。

料亭『大友楼』
7代目当主
大友佐俊 さん

金沢市生まれ。16代当主・鍔一
郎氏の長女として2015年につば
甚に入社。2024年には女将を継
承し、加賀料理の伝統を受け継
ぎながら、時代に寄り添うおもてな
しを追求している。

料亭『つば甚』
17代目女将
鍔裕加里 さん

加賀料理と芸妓の舞などの文化
体験を組み合わせた「加賀料理
をめぐる会」の開催や、加賀料理
を活用した旅行商品の造成支援
により、県内外の方々に加賀料
理の魅力を体感できる機会を提
供していきます。 

加賀料理の魅力を 
さらに広めるために

石川県の取り組み

県と加賀料理技術保存会が一体
となって、料理人への研修や、調
理専門学校への特別講座など、
若手料理人の確保・育成に取り
組み、加賀料理を次代に継承し
ていきます。 

次代を担う若手料理人の
確保・育成に向けて

おかみ

石川県の取り組み

げいこ



小松市 注目情報はこちら!
最近の

Komatsu九
小松駅高架下にある観光交流センター。
小松と“もっと深く、おもしろく”関わるた
めの出会いが生まれる、ひと・もの・情報
が巡り合う場となっています。

■住 小松市土居原町13-18
☎0761-58-2775

自然豊かな里山の廃校をリノベーション
した宿泊付きレストラン。カフェを併設
し、気軽に立ち寄れるのも魅力です。シェ
フの糸井章太さんは国内最大級の料理
人コンペティションで最年少グランプリ
を受賞した実力派。土地の恵みを新たな

感性で表現し、訪れる人を
魅了しています。

オーベルジュ オーフ

美食の宿でカフェタイムを

カフェの看板メ
ニューは、超粗びき
の自家製パティが
自慢のバーガー。肉
のうまみがかむほ
どに広がります。

■住 小松市観音下町 ロ48
☎0761-41-7080

まちなかの古本カフェが手
がける「世界文学ジャム全
集」が小松みやげに大人
気。「素材のおいしさをその
まま瓶に閉じ込めたい」と
オーナーの金田奈津代さ
んが手作りするジャムは、
無添加・無着色の素朴な味
わい。お店には旬の果実を
使った限定品など、常時20
種類が並びます。

こまつ町家文庫

手作りジャムが

■住 小松市八日市町46
☎0761-27-1205

歌舞伎の世界をより身近に、気
軽に楽しめるスポット。迫力満
点の大画面で歌舞伎の演目「勧
進帳」のダイジェスト映像を楽し
めるほか、AR（拡張現実）を使っ
た衣装や隈取りの体験コーナー
などワクワクする展示が盛りだ
くさん。日本海を一望できるカ
フェも人気です。

勧進帳ものがたり館

義経や弁慶に
なりきってみよう！

■住 小松市安宅町タ140-4
☎0761-21-6734

「産地小松より掛け算する九谷焼」をテーマに、九谷焼
の新しい魅力を発信する『九九谷』。ストリートカル
チャーやアーティストとのコラボレーションなど、ポッ
プな感性で伝統に新たな風を吹き込んでいます。「九谷
焼に興味を持つきっかけになれたら」と語るのは、代表
の吉田良晴さん。九谷焼の美と技が体験できる施設『セ
ラボクタニ』でも、個性豊かなアイテムが購入できます。

九九谷 × セラボクタニ

九谷焼の魅力をポップに発信中! みんなで
待ってます

ランチも
やってます♪

我ながら
いい仕上がり

■住 小松市若杉町ア91
☎0761-48-4235

看板や表札、アート作品まで幅広く手がける鉄職人の酢馬慶太さん。なかでも独学で磨いた技
術から生まれるフライパンは、極薄の鉄板ならではの軽さと火の通りの早さが特長的。家庭料
理はもちろんアウトドアでも使いやすく、全国のキャンパーから注目を集めています。

アイアンワークス コル

鉄職人がつくる
こだわりフライパン

鉄は熱い
うちに打て！

勧進帳は
安宅が舞台！

人気の古本カフェ

くま全天候型の屋内遊び場。大型遊具、知育玩
具、赤ちゃん向けゾーンがあり、年齢や好み
に合わせて楽しめます。毎月メニューが変
わる親子クッキングも大好評（要予約）。

■住 小松市土居原町10-10
    こまつアズスクエア １階
☎ 0761-58-1212

カブッキーランドSPOT

コマツナイン

こんにちは 紹介した
場所を地図
で確認する

小松市の
おすすめ

スポット紹介!

連動企画 MAP

九谷焼などの伝統工芸や機械産業をはじめ、古くから「ものづ    くりのまち」として発展してきた小松市。
自然や文化、地域のつながりを大切にしながら、今もまちのあ     ちこちで新しい挑戦が生まれています。

小松市から
K O M A T S U  C I T Y

SPOT

協力：小松市
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初
春
や

米
価
見
通
し

お
か
わ
り
君

は せ 浩 の 一
句
。

石
川
県

知
事
が

日
々
の

一
コ
マ
を

詠
む
。

石
川
県
内
で
１
年
を
通
し

て
多
く
の
種
類
が
漁
獲
さ

れ
る
イ
カ
。中
で
も
、日
本

三
大
イ
カ
漁
港
の
ひ
と
つ

能
登
町
小
木
を
は
じ
め
、

ス
ル
メ
イ
カ
釣
り
漁
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

そ
ん
な
イ
カ
を
使
っ
た
簡

単
サ
ラ
ダ
。旬
の
野
菜
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
と
イ
カ
の

う
ま
み
、さ
ら
に
レ
モ
ン
の

爽
や
か
な
酸
味
が
マ
ッ
チ

し
た
味
わ
い
で
、お
も
て
な

し
料
理
に
も
常
備
菜
に
も

デ
パ
地
下
風
イ
カ
の
塩
麹
マ
リ
ネ
サ
ラ
ダ

大
活
躍
す
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
！
野
菜
は
冷
蔵

庫
に
あ
る
も
の
で
自
由
に

ア
レ
ン
ジ
を
。イ
カ
の
さ
ば

き
方
は
動
画
で
も
紹
介
し

て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

石川県在住。発酵食文化の素晴
らしさを伝えるため、料理教室や
ワークショップなどさまざまな活
動を精力的に行っている。 

作り方材料（4人分）

詳しい作り方
を見る

動画

● イカ（ぶつ切り）...180グラム
● 塩麹 ................ 18グラム
（イカの重さの10パーセント）

● ダイコン.......... 100グラム
● セロリ ............. 60グラム
● 水菜................. 50グラム
● パプリカ ......... 30グラム
● レモン............. 1/4個
● 塩麹 ................大さじ1/2
● りんご酢 .........大さじ1/2
● エキストラバージンオリーブ
  オイル..............大さじ1/2

A

①イカに塩麹をなじませて冷蔵庫で半日～一晩寝かせる。
②フライパンにイカを入れ、ふたをして中～弱火で3～４分蒸
し焼きに。イカに火が通ったらバットに取り出して冷ます。
③ボウルに(A)を入れて混ぜ合わせ、なじませておく。（ダイ
コン、セロリ、パプリカは千切り、水菜はザク切り、レモン
はいちょう切りに）
④冷めたイカを③に加えてよく混ぜ合わせる。すぐに食べて
もおいしいが、冷蔵庫で半日ほど寝かせると味がなじんで
よりおいしくなる。

つるつるいっぱい…石川弁で、表面張力によってコップ一杯に水が入っている状態を表す言葉。意味

 いしかわがもっと楽しくなる！あふれんばかりの情報をお届けします

「人」が主役の石川人コラム

解説
昨年の新米収穫量
が増えて、需給が緩

和。こちとらおコメ大好き64
歳。お天道様のご機嫌ははか
りかねるが、おいしいご飯は
たらふく食べたい。生産者の
手取りも増やしてあげたい
し、お正月は石川のおいしい
おコメをおなかいっぱい食べ
たい。やっぱり主食のおコメ
は「うまい！！」に限る。

こうじ

元祖麹料理
研究家
小紺有花 先生

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力

林有沙さん
（前列右から2番目）

2010年生まれ。金
沢市出身。6歳から
スポーツクライミン
グを始め、2024年
にはクライミング世
界ユース選手権で
初優勝。将来のオ
リンピック出場が
期待されている。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
理
由

ど
こ
が
一
番
お
も
し
ろ
い
？

将
来
の
目
標
は
？

幼
稚
園
の
頃
か
ら
木
登
り
が
大
好
き
で
、お
母

さ
ん
が
近
所
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。初
め
て
壁
を
見
た
と
き

は
高
さ
に
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、す
ぐ
に
夢
中

に
な
り
ま
し
た
！

難
し
い
課
題
に
何
回
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、や
っ

と
登
れ
た
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
。ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
は
力
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
頭
も
使
う
競
技
。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ク
リ
ア
し
て
い
く
の
も
お

も
し
ろ
い
し
、登
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
っ

て
、次
の
や
る
気
に
つ
な
が
る
ん
で
す
。

来
年
か
ら
シ
ニ
ア
の
大
会
に
出
る
の
で
、そ
こ
で

結
果
を
出
し
て
世
界
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
。

将
来
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
楽
し
く
登
り
続
け

ら
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ー
に
な
り
た
い
で
す
！

今年も
がんばります！

子どもの権利って知ってる？
子どもの権利とは、子どもが健やかに幸福な生活を送るために必要なもの。

1989年に「児童の権利に関する条約」が国連で採択され、
現在、日本を含む196の国・地域が締約しています。

子どもの権利が保障され、子どもが健やかに幸福な生活を送ること

ができる社会の実現のため、「いしかわ子どもの権利基本条例」を制

定しました。今後、社会全体で子どもの権利の理解を深めるための啓

発や、子どもの意見表明・社会参画を促すためのより良い環境づくり

を進めていきます。

石川県で「子どもの権利基本条例」が制定されました！

差別の
ないこと

子どもにとって
最もよいこと

命を守られ
成長できること

意見を表明し
参加できること

子どもたちの意見も取り入れられています！

※「児童の権利に関する条約」などを参考

紹介記事

レモンが
決め手

目
指
せ
ロ
ス
五
輪
！

中
学
生
ク
ラ
イ
マ
ー
に
聞
く
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お問い合わせ 消防保安課　
TEL.076-225-1481

詳しくはこちらから

病気やけがの症状を把握
し、応急手当の方法や受診
手段、適切な医療機関など
についてアドバイス
※緊急度が高いと判断さ
れた場合は、最寄りの119
番へ転送します

石
川
県
広
報
誌「
も
っ
と
い
し
か
わ
」冬
季
号（
年
４
回
発
行
）  

通
巻
第
１
１
８
号
　
令
和
８
年
１
月
10
日
発
行

石
川
県
知
事
室
戦
略
広
報
課 

〒
９
２
０-

８
５
８
０ 

金
沢
市
鞍
月
１
丁
目
１
番
地
　
☎
０
７
６（
２
２
５
）１
２
３
９﹇
直
通
﹈ 

Volum
e.010

も
っ
と
い
し
か
わ

県
へ
の
ご
意
見

石
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「イシカワイーブックス」にて「もっといしかわ」の
最新号をデジタルブックでご覧いただけます。

小松市特産品詰め合わせ 10名様
石川県の特産品を抽選でプレゼント。今回は「小松市からこん
にちは」で紹介した小松市から、小松トマトを使った、おいし
い詰め合わせをお届けします。応募方法は下記の二次元コー
ドを読み取ってアンケートに答えるだけ。広報誌「もっといし
かわ」の誌面づくりに、あなたの声を生かします！

PRESENTS!!
アンケートに答えて、すてきなプレゼントを手に入れよう

2月28日
［土曜日］

応募締切

石川県電子申請システムにアクセスし、
必要事項を記入ください。

Webフォームから応募する（5分程度）

商品協力：道の駅 こまつ木場潟（TEL.0761-25-1188）
画像はイメージです。実際とは異なる場合があります。　※当選者の発表は、商品の発送をもってか
えさせていただきます。※住所は番地、建物名、部屋番号まで正確にご記入ください。記入漏れな
どがある場合、プレゼントをお届けできない場合がございますのであらかじめご了承ください。

2026年2月1日からスタート
病院へ行く？救急車を呼ぶ？…迷ったら
いしかわ救急安心センター事業

※緊急時は迷わず119番

  24時間365日（年中無休）
看護師などが電話対応

高校時代に部活動の顧問に「周りをよく
見て、みんなの良いところを見つけなさ
い」と教わったのがきっかけです。その言
葉を通して、人の良さに目を向けること
の大切さを学び、自分もそんな教えを伝
えられる人間になりたいと思いました。

理科の授業を担当しながら、企画推進室
の室長としてSNSを使った広報活動や
「総合的な探究の時間」の運営、DXハイ
スクールとしての機材管理などを行って
います。その他では教員同士が協力して
新しい授業をつくる「教科横断型授業」

教員を目指した理由Q

仕事内容を教えてくださいQ

やりがいを感じる瞬間は？Q

教員を目指す人へQ

専門は物理学。毎週多くの授業を
担当しながら、放課後はバレー
ボール部の副顧問として、生徒と
一緒に汗を流す時間もあります。

本文には見やすいユニバーサル
デザインフォントを使用しています。

再生可能な環境にやさしい植物油を主体とした
ベジタブルインクを使用しています。

現役職員の

本音を
直撃！

県立高等学校 教員所属

とある仕事の風景

ワクワク
する授業を！

の推進にも取り組んでいます。

生徒が授業や部活動で挑戦している姿
を見るときです。卒業した生徒が「先生
の言葉の意味がわかりました」と話して
くれたときは、自分の想いが届いていた
んだと感じて、とてもうれしかったです。

子どもたちが成長する姿に喜びを感じ
る人、そして自分自身も挑戦し続けられ
る人に向いている仕事だと思います。授
業以外にも教員がアイデアを生かせる
機会はたくさんあります。ぜひ一緒に新
しい教育に挑戦していきましょう！

先生になるという夢、かなえませんか？
県教育委員会では、正規教員の
採用と併せて、講師として教壇に
立ってくださる方を募集していま
す。教員免許をお持ちの方、私た
ちと一緒に子どもたちの未来を
つくりましょう。

講師等
募集案内

おも


